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■栃木工業高校【タイボランティア活動発表】■蔵の町子ファミリー【出前紙芝居『もの忘れ？？認知症』】 

■卒論発表「大平地域のまちづくり実働組織の生涯学習としての可能性」（園部成美）■卒論発表「市民活

動センターの交流スペースの上手な使い方」（平子めぐみ）■ネットワークとちぎ【映画上映『六人姉妹』『泣

いて笑って涙してポ･コ･アポコ』】■新日本婦人の会 栃木支部【楽座の人形劇『ばけくらべ』】■新日本婦人の

会 栃木支部【豚汁】■フィナーレ【アシ二胡の演奏】前日からの準備、後片付け含め、皆さま大変お疲れさま

でした＆ありがとうございました！また、ケーブル TVへの取材協力もありがとうございました❤ 

 

 

とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2018年 4月 Vol.150 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
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３月 18 日（日）、恒例のくららフェスタが開催されました。 

お天気も良く、300 名の来場者で賑わいました。 
 

タイ 

■あさだ農園【しいたけ・惣菜の販売】■全日本年金者組合栃木支部【フリーマー

ケット】■NPO 法人蔵の街たんぽぽの会【おにぎり・いもフライ・和菓子等販売】

■NPO 法人障がい者の一人暮らしを考える会【フランクフルト・玉こんにゃく・

飲み物販売】■川俣禎康【甘酒・小物類の販売】■家造りを考える会【流木・流木

作品の販売と工作体験】■こくら工房【バルーンアート】■栃木市中途失聴・難聴

者協会【バザール】■ハーモニー【折り紙作品展示】■二胡サロン【アシ二胡の 

展示】■太平山麓九条の会【九条かるたを使っての核と平和を考える展示】 
 

 ◆次の団体は登録更新をお願いします。 

No.221～310 No.336～367 

No.398～425 No.457～473 

No.510～529 

◆ロッカー・メールボックスの更新は 

使用しているすべての団体が対象です。 

平成 30 年度 全体会議のお知らせ 

●日 時 6 月 9 日（土）14:00～16:00 

●会 場 栃木市国府公民館 



 栃木市二人目の地域おこし協力隊、島田さんは栃木市出身。東京の大学に通っているときに、 

栃木ツアーと称して友達を案内したことが地元に目を向けるきっかけとなり、卒業論文も 

「蔵の街栃木」について書いたそうです。その後、東京で就職しましたが、パーラートチギの改修作業を 

手伝う機会があり、その時に知り合ったさまざまな人々との出会いが、地域おこし協力隊への応募のきっか

けとなったそうです。協力隊として市内各地域の農家さんや職人さんを訪れ取材した様子を、たくさんの画

像と共に紹介してくれました。現在は栃木市地域おこし協力隊のフェイスブックで発信しています。 

今後、移動式の「小屋」を拠点に、繁忙期のお手伝いをしながら地域の中で

暮らし、短時間ではわからない部分を丹念に取材して【憧れのトチギーノ】と

いうサイトで公開していきたいと話してくれました。 

参加者からは、広報とちぎに島田さんのコーナーがあればいいのでは、など 

活発な意見が出され、他の地域の協力隊も来るなど大いに盛り上がりました。 

報告   

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

くららで話そ！  これからの予定 

■4 月 9 日（月）18:00～19:00 平塚千穂子さん（シネマ・チュプキ・タバタ代表） 

       『目指したのは、だれもが楽しめる映画館』 

■4 月 19 日（木）18:00～19:00 土屋清子さん（栃木市観光協会） 

             『あなたの好きな栃木みやげ』 

■5 月 10 日（木）19:00～20:00 阿部 慶さん（蔵の街かど映画祭まちなかイベント隊長） 

    『北関東 BIG LOOP PROJECT』 

■5 月 19 日（土）18:30～19:00 松長友彦さん 

          『坂田中のコレクション談義 02～「正光画廊」横手由男編～』 

 

 

第 262 回 3 月 9 日（金）14:00～15:00 島田千晶さん 

『私も地域おこし協力隊です！』 

 

第 263 回 3 月 19 日（月）18:30～20:00 シュガータウンさん 

『シュガータウンの音楽図鑑 vol.8～映画音楽ワールドカップ』 

 酒香多雲さんにはいつも驚かされる。引出しの多さと知識の多さ。さらに独創的な選曲。 

そして、今回は音楽にかける熱意。テーマは、「映画音楽ワールドカップ」。かかった曲は 

多分 64 曲。 

対戦形式で解説を交えての映画音楽。対戦例は、女優対決、マーチ対決、ミュージカル対決、スパイ対決、

エンニオ・モリコーネ対決等々。対決方法は、「夏対決」を例にとると、「思い出の夏」と「さらば夏の日」。

作曲のミシェル・ルグランとフランシス・レイはどちらも 1932 年生まれだが、曲の作り方が違うとのこと。

音大でクラシックを学んで、曲作りをするミシェル・ルグランと、伴奏を生業(なりわい)にしていたために、  

メロディーラインを中心に曲作りをするフランシス・レイ。 

ところで、こんな選曲をし、解説をするには、どれくらい時間がかかるのだろうか？少なくとも一つの対

決を考え、曲を選ぶのに 30 分はかかる。（30 分の試算は省略）さらに、CD をかける時間を節約するため

に PC にデータを入力するという念の入れよう。64 曲を選んだので 30×64 分。時間にすると約 32 時間。

最低でもこの時間がかかる。しかし、常に聴く人を楽しませることを考える酒香多雲さん。きっとこの何倍

も時間をかけているはず。頭が下がる。 

 
パソコンが好きな方  
一緒に、声を文字で伝える   

ボランティアをしませんか？ 
🍒活動日 月曜日 19:30 から 

🍒場 所 栃木市都賀公民館（都賀町原宿 521） 

🍒内 容 講演会などで、スクリーンに文字が出て 

いるのを見たことがありませんか。 

話している内容を、文字で表しています。 

これが要約筆記です。 

🍒問合せ ☎090-3518-8453（田中） 

     FAX 0282-92-7373 

🏠日 時 4 月 22 日（日） ①10:00～11:30 

②13:30～15:00 

🏠会 場 自治医科大学附属病院内 防災対策本部 

（下野市薬師寺 3311-1） 

🏠内 容 自治医科大学附属病院、栃木こども医療セ 

ンター、ドナルド・マクドナルド・ハウス 

とちぎのボランティア合同説明会です。 

🏠申込み・問合せ ☎0285-58-7551（斎藤） 

FAX0285-44-4154 

🏠4 月よりメールマガジンを毎月 1 回発行予定です。 

イベント情報などをお届けしますので、メール本文に 

「①お名前②メルマガ配信希望」を明記して、下記の 

アドレスまで送信。ぜひ読者登録してください。 

メールアドレス：dmh.tochigi@celery.ocn.jp 

📷日 程 4 月 16 日（月）13:00～17:00 

17 日（火）9:00～17:00 

※18 日（水）は休館日 

19 日（木）9:00～17:00 

20 日（金）9:00～16:00 

📷会 場 栃木文化会館展示室（旭町 12-16） 

📷内 容 会員 27 名と講師の作品合わせて 84 点

📷入場料 無料 

📷問合せ ☎090-7816-1565（堀江） 

 

♪日 時  4 月 15 日（日）14:00 開演 

♪会 場 とちぎ蔵の街観光館多目的ホール（万町4-1） 

♪料 金 全席自由 1,000 円 

・上記ＱＲコードから予約できます。 

♪内 容 ロマンチックギター（1829 年製）と 

モダンギター（2012 年製）で奏でる 

クラシックギターの調べ 

♪問合せ ☎090-3104-0348（10:00～17:00） 

 

☆日 時 4 月 7 日（土）・8 日（日）18:00～21:00 

☆会 場 ①幸来橋 （2 日間点灯） 

②うずま川周辺と蔵 （7 日のみ点灯） 

③蔵の街遊覧船 （7 日のみ点灯） 

④横山郷土館 （8 日のみ点灯） 

☆内 容 自閉症啓発デー（4 月 2 日～8 日）に 

合わせて世界各地で行われる、青い光の 

リレー。あなたも手作りのブルーランタン

でライトアップに参加しませんか？ 

☆参加方法 舟見茶屋にてランタンキット（500 円）

をご購入いただき、完成したものをお預け

ください。     

☆問合せ ☎0282-22-4073 

舟見茶屋（湊町 11-5） 

10:30～16:30（月曜定休） 

※ランタンはくららでも販売予定です。 

“とちぎ夢ファーレ”助成事業 “とちぎ夢ファーレ”助成事業 

🍓日 時  4 月 29 日（日）9:00～13:00 

🍓会 場 栃木市西方総合支所（西方町本城 1） 

🍓料 金 中学生以上 500 円 小学生 250 円 

🍓内 容 いちごクイズ、いちご狩り、いちご料理 

※事前申込制のイベントです。 

くららに申込みチラシがあります。 

🍓締切り 4 月 20 日（金） 

🍓問合せ ☎090-8022-0034（平日 10:00～17:00） 

問合せ ☎0282-92-0008 

（つがの里ふるさとセンター） 

 

🌸期間中の土日は、さまざまなイベントが開催 

され、修景池ではカヌー体験ができます！ 

とち介は 8 日（日）10:30 登場予定です。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 
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お茶しよう！ 

報告 
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くららに来て、みんなで話そう！ 
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報告 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 
くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介） 

↑原稿をお待ちしています！ 
※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 

URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

くららフェスタお疲れさまでした＆ありがとうございました「世の中にたえて桜のなかりせば…」を実感した春です。 
その時々に合わせて自然は急がず、季節のちゃんと巡りくる不思議。新年度もよろしくお願い致しますくらら新スタッフ 
（4 月から正職員）あらためてご紹介！「高校生や大学生を巻き込みつつ様々な人が交流する機会をつくることが目標です！
春からよろしくお願い致します」（平子めぐみ）環境の変化に負けず、皆様くれぐれもお気をつけてお過ごし下さいね 

 

 

3 月 25 日（日）、若者からじぃじばぁばまで平和を 

考える市民の会主催の映画上映会が開催されました。 

参加者17名。上映後の交流会では感想等語り合いました。 

この映画は、2011 年の東日本大震災における原発事故後、正確な情報が 

ない中、若者たちが SNS を駆使して日本中に呼びかけ、脱原発を旗印に 

2012 年、首相官邸前に結集した人々の姿を捉えたドキュメンタリーです。 

組織的な動員ではなく、市民一人ひとりが自分で考え、声をあげる姿が 

印象的でした。交流会では、その当時のリアルな話も飛び出し、現在問題に 

なっていることや報道の仕方などについても、参加者同士で意見を交換しました。 

今回のくらら講座は、大田原市で活動する濱野将行さんをお迎えし、ご自身

の活動について話していただきました。濱野さんは高齢者の孤立という現実に 

直面し、根本的な解決の仕組みを作るために「一般社団法人えんがお」を設立。

大学生をはじめとする若者と一緒に活動しています。お話の中で印象的だった 

のは、一般的には支援を受ける側の高齢者が、同時に支援者として若者に接することを目指している

こと。地域のつながりが希薄化している現代にこそ、支援する・されるという関係ではなく、お互い

に助け合う関係づくりが重要であると感じました。また、えんがおは活動に参加する若者が非常に多

いのが特徴のひとつ。実際にえんがおで活動する大学生も講座に参加し、活動の感想を話しました。   

えんがおでは学生を信頼して仕事を任せることで、自発性や責任感、 

やりがいを生むことにつなげているとのことでした。もちろん学生だけ 

でなく、様々な年代の方が関わることができます。気になった方は 

ぜひ「えんがお」をチェック！⇒https://www.engawa-smile.org/  

 

3 月 24 日（土） 参加者 17 名 

 

「先輩活動者に聞く！高齢者×若者」 


